
日常生活での影響

など

●  霧がかかったような見えかた
●  目の痛み
●  目の異物感
●  涙が出る
●  まぶしい
●  目の充血
●  視力の低下
●  目が乾く など

●  読書やテレビを見るのに
集中できない

●  パソコン、携帯電話、タブレット
などの操作に支障が出る

●  太陽の光や室内のライトで
目を開けにくい

●  車の運転がしにくい
●  新聞や本が読みづらい

症　状

注意していただきたいこと
・眼に関連する副作用は、できるだけ早く気づき、必要に応じてエラヒアの量を調整したり、
一時的に薬をお休みすることが大切です。
・エラヒアの投与前、投与中に定期的に眼科で検査を受けてください。
・コンタクトレンズの装着は避けてください。
・毎日、防腐剤の入っていない人工涙液（目薬）※を1日4回以上点眼してください。
※：眼科医に相談の上、調剤薬局・ドラッグストアで購入してください。

・車の運転や機械の操作を行う際は十分ご注意ください。

エラヒアの治療を受けられる際の注意事項

監修　国立がん研究センター中央病院 眼腫瘍科 眼腫瘍科長
　　　鈴木 茂伸 先生

眼に関する副作用があらわれることがあるので、以下のような
症状がでた場合には、主治医に相談の上、眼科を受診してください。

眼に関する副作用以外に、間質性肺疾患、末梢神経障害、血小板減少症等があらわれることがあり
ます。以下のような症状がでた場合には、ただちに医療機関に連絡してください。

間質性肺疾患
●  咳
●  息切れ
●  息苦しい
●  発熱

末梢神経障害
●  手足のしびれ
●  手足の痛み
●  手足の感覚がなくなる
●  手足の力が入らない
●  物がつかみづらい
●  歩行時につまずく

血小板減少症
●  手足に点状出血
●  あおあざができやすい
●  出血しやすい

※国内臨床試験では、眼に関する副作用は初回投与後
1.1～8.0週の間に発現したと報告されています。

※国内臨床試験では、末梢神経障害は
初回投与後4.0～13.1週の間に発現
したと報告されています。

※国内臨床試験では、間質性肺疾患は
初回投与後5.1～19.1週の間に発現
したと報告されています。

※国内臨床試験では、血小板減少症は
初回投与後1.1～27.3週の間に発現
したと報告されています。

※副作用の発現時期は個人差があるため、記載されている期間以外でも症状がでる可能性があります。

医療機関名・連絡先



眼障害のセルフチェックシート
以下の症状でどれくらい困っていますか？

具体的にどんなことで困っていますか？

霧がかかったような見えかた 全く影響がない 普段の活動を
行うことができない0 1 2 3 4 5

目の痛み 全く影響がない 普段の活動を
行うことができない0 1 2 3 4 5

□ 読書やテレビを見るのに集中できない
□ パソコン、携帯電話、タブレットなどの操作に支障が出る
□ 太陽の光や室内のライトで目を開けにくい
□ 車の運転がしにくい
□ 新聞や本が読みづらい
□ その他  （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

いつから症状がでていますか？
□ 2週間以上前　　　□ 1週間以上前　　　□ 1週間以内

上記のような症状がでた際や日常生活での影響がでた場合には、
主治医に相談の上、眼科を受診し、このシートをお渡しください。

目の異物感 全く影響がない 普段の活動を
行うことができない0 1 2 3 4 5

涙が出る 全く影響がない 普段の活動を
行うことができない0 1 2 3 4 5

まぶしい 全く影響がない 普段の活動を
行うことができない0 1 2 3 4 5

目の充血 全く影響がない 普段の活動を
行うことができない0 1 2 3 4 5

視力の低下 全く影響がない 普段の活動を
行うことができない0 1 2 3 4 5

目が乾く 全く影響がない 普段の活動を
行うことができない0 1 2 3 4 5

その他（　　　　　　　　　） 全く影響がない 普段の活動を
行うことができない0 1 2 3 4 5

気になる症状がある場合は、該当する項目の困り具合に○をつけてください。
該当しない項目は空欄のままでもかまいません。
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